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宮入貝卵子の発育に及ぼす塩類の影響

野島尚武*,片峰大助

長崎大学熱帯医学研究所寄生虫学部門(主任:片峰大助教授〕

Effect of mineral salts on growth of Oncomelania nosophora eggs

Hisatake NOJIMA* and Daisuke KATAMINE (Department of Parasitology, Institute for

Tropical Medicine, Nagasaki University)

Abstract : The authors have been making a series of laboratory investigations to find the

most ideal condition for survival and development of Oncomelania eggs. As the second

step of the study, the authors studied the effect of various mineral salts on the fresh eggs of

Oncomelania nosophora which were taken off their mud-like covering. In simple NaCl

solution as distilled water the naked eggs did not develop or died in a few days showing

degeneration, regardless of the concentration of NaCl in the solution. Therefore, as a

standard culture solution we used the mixed salts solution which contains NaCl 2.9g, KCl

0.05g, CaCl2�"2H2O 0.13g, MgSO4�"7H2O 0.05g and NaHCO3 0.20g per liter, showing pH

8.1 and 105 mOsm of osmolarity. In this standard solution kept at 25℃, the eggs normally

developed to mature larvae and most of them hatched within 16 days after incubation. Higher

pH over 10.2 or lower than 5.0 resulted a significant damage on the viability of the egg.

The optimal potential of hydrogen of the solution seemed to be around 7.1 to 8.3, and the

osmolarity must be limited under 108　mOsm. Effect of the mineral salts was tested by

changing individually the amount of each component of the standard culture solution, and

the following evidences were obtained: The eggs can continue their development up to

maturity and hatch even in the modified standard solution lacking NaCl. On the other

hand, the presence of proper amounts of KCl, CaCl2, MgSO4 and NaHCO3 is indispensable

for the eggs to attain maturity and hatch. The optimal amounts of respective salts are

KCl 0.04 to 0.20g, CaCl2 2H2O・0.11 to 0.50g, MgSO4　7H2O 0.05 to 0.11g and NaHCO3

0.16 to 0.40g.
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緒　　　　　言

日本住血吸虫の中間宿主宮入貝の生態の研究ほ,日

本住血吸虫病の予防撲滅対策を効果的に行うための基

礎的事項として欠くことが出来ない.従来,宮入貝の

成貝や椎貝に関しての生態学的観察は少なくないが,

卵子に関しては知見に乏しい.

先に著者ら(1973)は卵子の発育･孵化に及ぼす温度

と水分量の影響をみ,最も能率的に多数の椎貝を得る

のに必要な方法について報告した.今回は,土壌上に

産み落された卵子に於て,偶発的に泥皮の-部あるい

は大部分を失なったものでほ充分な水分があってもや

がてなかの隆子ほ死滅することに疑問を発して,宮入

貝の卵子を被っている防護物,即ち,泥皮を人工的に

取り去り,卵膜が露出した裸の卵子を各種塩類溶液の

中で培養を試みた.なかの勝子の発育を詳しく観察す

ると同時にその発育,孵化に及ぼすpH ,浸透圧,

塩類構成とそれらの濃度の諸条件を検討し,最も隆子

の発育に適当な塩類溶液を作成したので報告する.

材料および方法

実験に用いられた宮入只は甲府産のOncomelania

nosophoraである.産卵のための土壌ほ久留米市筑後

川沿岸の宮入貝自然棲息地より持ち帰ったものであ

る.卵子は既に報告した産卵培地(野島, 1973)で宮

入貝成貝を飼育･産卵させ, ageのそろった卵子を使

用した.

1.泥皮摘除

上記卵子を湿った渚紙上に移し,実態顕微鏡下に解

剖針を用い,すみやかに注意深く,全ての泥皮を取り

除く.その裸の卵子では,なかの旺子ほ卵膜を透して

その発育段階が容易に観察される.

2.噂養方法と観察

このような裸の卵子(以下,単に卵子) 10個を0.6

mlの塩類溶液の入ったChamber (ラブテック

Tissue Culture 8 Chamber)で培養した.この培養

容器ほ倒立顕微鏡で観察できる　Chamber　は,カ

メ-グラスでワセリン封を行ない完全密封された.こ

こで卵子および塩類溶液ほ無菌的処理や抗生物質の使

用は行なわなかったが,微生物の発生は殆んどみられ

なかった.

培養は25-Cの恒温で行ない,観察ほ毎日特に発育

初期の異常分裂の有無,心拍が認められる被面子前期

に発育できた卵子数とそれに要した培養日数,孵化数

とそれに要した培養日数について重点的に行なわれた.

引きつづき,供試卵子の全てが孵化を完了するまで,

あるいは孵化しない卵子にあってはなかの旺子が死滅

するまで観察している.尚,溶液の浸透圧の測定は東

芝製Osmometerによった.

成　　　　　績

1.蒸留水中での発育

産卵直後の2分裂期から孵化直前の被面子後期に至

る種々の発育段階の裸の卵子夫々10個を蒸留水中で培

養してみた.その結果, 2分裂期の卵子ではすみやか

に旺細胞の崩壊をみとめ,殆んど発育がみられなかっ

た.嚢腫期(25-C,3日令)のものでは, 10個中4個

がやっと担輪子期に発育できたのみでその後の発育は

なかった.担輪子期(4日令)のものでほ, 10個中3

個が被面子前期に発育できたがそれでも褒状隆起等の

発育異常を伴い,又,その間の発育は正常のものより

1週間以上の遅れがあり,その後の発育ほなかった.

被面子前期(6日令)のものでほ,全てが被面子中期

に徐々に発育出来たが,どの旺子の腹足にも異常隆起

をみとめ,その後の発育はなかった.被面子中期(9

日令)のものでは10個中8個がやがて被面子後期に発

育し,そのうち6個の卵子では孵化がみられたが,そ

の椎貝は幼弱であった.被面子後期(12日令)のもの

でほ既に発育がほぼ完了していることもあって正常な

発育･孵化を行なった.

要するに発育途上にある裸の卵子を蒸留水中で培養

するとその発育は著しい影響を受け以後の発育･孵化

が困難になる.特に,発育初期では致命的障害を受け

る.又,井戸水,川水,水道水中でも同様の結果を得

ている.

以下の実験では全て産卵直後の2分裂期の卵子( 1

日令)を用い,その発育･孵化を観察したものであ

る(Tablel)

2. NaClでの発育

0.15, 0.25, 0.30, 0.35, 0.40, 0.45, 0.90%　の

NaCl溶液で卵子夫々10個を培養すると0.40%以上の

溶液では24時間以内に腰細胞の崩壊がみられる. -

方　0.35%以下でほ細胞分裂が進むものもみられる

が,遅くとも1週間後には全ての肱細胞は崩壊し,死

滅する.この時,濃度の高いもの程死滅するのが早

い.要するにいかなる濃度のNad溶液でも卵子の

発育ほみられなかった. (Table　2)

3.標準液での発育,鰐化の戟察

両生類の培養に用いられるHoltfreter　氏液,
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Steinberg　氏液　Niu-Twitty　氏液の組成を検討

し,次に示す組成とその濃度を有する標準液を作成し

た.標準液　NaC12.9g, KCI 0.05g, CaCl2'2H20

MgS<V7H2O 0.05g, NaHCO3 0.20g/l,

105 mOsm, pH 8.1

25oCの恒温に於いて,この標準液での卵子の発育

課程を培養日数に従って観察すると,征子ほ培養開始

時に2分裂期, 2　　日目に嚢旺期, 4-5日目に担

輪子期, 6-7日目に被面子前期　8-11日目に被面

子中期, 12-15日目に被面子後期(成熟卵子)に発育

する.この発育経過でほ卵子が泥皮を被って自然発育

した時と同様に順調な発育がみられた.液中にて大部

分の成熟卵子ほ16日目までに,卵膜を破って孵化し,

椎貝は脱ぎ去った卵院を摂取したりして3週間ほ活発

に動きまわることを認めた(Fig. 1,2, 3, 4, 5, 6)

4. pHの影響

標準液のpH　を0.1Nの　HClあるいほ　NaOH

を用いて,種々の　pH　に調整して　pH 4.0-10.2に

至る培養溶液を作成し,卵子夫々に10個を投入Lて発

育･孵化を観察した.至適pHほ7.1-8.3にあり,こ

の範囲内で勝子の発育は順調で,被面子前期に発育し

たものほ全て引き続き発育を続仇　大部分が16日目ま

でに孵化できた. -方, pH 8.8以上のアルカリ側あ

るいほ6.6以下の酸性側になると被面子前期までに発

育できた卵子の数ほ少なく,又,それまでの培養日数

ほ長くなった.その後,引き続き発育して孵化できた

卵子の数ほ更に減少し,より多くの日数を要した･

pH 10.2, 4.0でほ既に発育初期で著しい障害を受け'

被面子前期にさえ発育がみられない. (Table 3)

5. NaCl濃度の影響(浸透圧の変化)

標準液に含まれる5種の塩類のうち　NaClだけ

の量を　i.3g/lの範囲内で変化させて作成した塩煩

溶液の中で,夫々卵子10個を培養,その発育･孵化を

観察した. NaClが3.1g/l (浸透圧がIllmOsm)以

下の量である塩弊溶液では,たとえNaClを欠いて

も他の4種の塩額(KCl, CaCl2, MgSO4, NaHCO3)

が含まれていると(ll mOsm)肺子の発育,孵化ほ順

調に進み,標準液での培養成績と殆んど同じであっ

た.

-方, 3.3g/l(116 mOsm)以上のNaClの量になる

と発育･孵化に障害的影響が認められた　　'�2絮

g/l (夫々, 116, 125 mOsm)でほ僅かに発育速度が

鈍り,被面子前期に発育したものでもその後孵化に至

らないものが1-3個生じた. 3.7g/l以上NaClの

Table 1. Culture of naked Oncomelania nosophom eggs at different stages

in distilled water

Stage
No. of eggs
examined

Early veliger

No.　days

Hatching

No.　days

2-Cell

Trocnophora

Early veliger

Middle veliger

Late veliger

10

10

10

10

IM

‖
　
　
�
"
X
.
9-12

0

0

0

8

10

16-18

15-17

Table 2. Culture of naked Qncomelania nosophora eggs in saline of different

NaCl concentrations
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Fig. 1　2-Cell Embryo

Fig. 2　　Trochophora

Fig. 3　　Early veliger beginning heart heats

Fig. 4　　Middle veliger

Eig. 5　Late veliger just before hatching

Fig.　　The young snail hatched in standard solution
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り,その後発育して孵化することが困炊にな-)てく

る.即ち, 3.7g/l (129 mOsm)では披[ft子自てJ期に発

育できた肺子5個のうら, 3鯛のんが孵化でき, 3.9

g/1 (135 mOsm)では挫かに旺子2個が　被癖子前期

に発育Lてもその後孵化に至らなかった. 4.1g, ∠1.5

g, 4.9g/lのものでもほぼ同様であり,より多くの節

義日数でもって被面子前期に発育する肺子1 -2個が

認められるだけである. 5.3g/l(179mOsm) iCなると

培東関始時より著しく障害があって発育はなかった.

このように卵子ほNaCl濃度の高い高張液での培/I;

でほその発育,孵化に障害を受け, 3.1g/l以下のNaCl

の量ではたとえ　NaClを欠いてもi'駄凋な発育が克ら

れ,極端な低張液にも低抗性があると思われる.しか

しながら,低張になれはなる程卵子ほ低浸透圧の影繋

を受け,卵子ほ膨化していく.即ち,産卵i在後の卵子

の直径0.660± i.017mmほ11 mOsmの溶液中でほ24

時間後に0.679±0.014mmに膨化する.宮人貝卵子の

泥皮を取り去る過程で卵隈を損傷させた卵子では異常

:‾Ji.iて4:f?!�"'.!;: l∴■-二･､ , IIf;一什jーL/∴｣‥(Li｢く:'!'∴ †トミこ∵IIl,-一卜I_.

ともあった. (Table　4)

以上のことから, NaCl濃生ほ低くても向接旺子の

発育に影三野ま無いと考えら′れるが,以下の実験で各種

類の濃度の影響をみる時　NaClの濃度を相対的に

変化させて試験溶液の浸透圧を100 mOsm前後　に維

持させることにより高張液になるのを避け,潔,低張

液での卯If-に起るひすムを避けた.

6. KCl濃度の影響

同様に標準液の　類税収の')ちKClの量が0-1.00

5ミ.1 -､･仙州(､�"r:Wj" ';-一�"!叫=･･ ､v'cff一　山'I�".'�":朴ミ　し

た.順調な肺子の発育･孵化ほKClの量が0.0′ト0.20

g/1の範囲にある　瀕溶液でみられ,培養後6-8日

削こ被iffi一子前期16日までに殆んど全ての弥了一が孵化L

て椎貝となる, 0.30g/l以[二あるいは0.(二>3g/I以下の

KCiの量になると　降‾r･の発育･孵化に障害が認めら

∴ ｣u'ni"土十i‡しし∴ ,柑ni J-･iiiji…二【]:-.:/eff∴与∴�";.i]h r十こ

少なくな(),更に孵化てきるものが減少する. 0.60g,

0.80g/lの量では人々5個, 3個の陣子がやっと被[fll

f一前菜耶こ発育できても孵化に至ることはなかった.

l.OOg/1のものでは,被面子白描れこも発育できる牲子

ほなかった. --･方, KClの濃度を極く低く0.005g/lの

量にさせた溶液においてもなおかつ5偶に孵化が右ら

か,その微量でも昨子の発育に47J効に働くと考えらJl

ら.しかしながら, KClを全く欠くと荘細胞は24時間

後にほ崩壊してしまう致命的影響を受ける(Table 5).

ア　CaCl2濃度の影響

同様に標準液の沿類組成のCaCL�"2H,Oの量がO-

2.00g/lの範軌)jで観察すると,順調な桂子の発育,

孵化ほCaCl,�"2H,Oの量が0.ll-0.50g/lの範囲にあ

る塩額溶液でみられ,大部分が16日までに孵化する1

0.60g/l以ヒ,あるいほ0.05g/l以‾FのCaCL�"2H?O

の量になると純子の発育｡孵化に悪い影繋がでてき

Table 3. Influence of pH on growth or naked O. nosophora eggs

pH No. of 2-cell stage
eggs examined
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No.　days
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Standard solution : 2.9g Nad, 0.05g KCl, o.13g CaCl2�"2H2O

i.OSg MgSO4�"7H2O･ 0.20g NaHCO3 per liter
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た. 0.60g, l.OOg/1の量では発育が遅れ,孵化が標

準液にみられるそれより2日程遅れる程度であった

が,更に量を増して1.50g/lのものでほ旺子4個が被

面子前期に発育するのがおくれ　'11日を要するが,

その後孵化するものはない. 2.00g/lでは被面子前期

にも発育出来なかった. -方　CaCl2の濃度を低くした

o.o9g, 0.07g/lのものでは,夫々10個, 9個が順調に

被面子前期まで発育したが,孵化が遅れ,なかに孵化

しないものが夫々2個出てきた.更に, O.OSg, 0.03

g/1の量でほ被面子前期に発育しても孵化せず, 0.01

Table 4. Influence of osmotic pressure on growth of naked O. nosophora eggs

Solution

Nad pH mOsm

No. of 2-cell stage
eggs examined

Early veliger

No.　days

Hatching

No.　days
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Table 5. Growth response of naked O. nosophora eggs to KCl
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g/1あるいはCaCl｡を欠くと被面子前期にも発育しな

い. (Table　6)I

8. MgSO4濃度の影響

同様に標準液の塩類組成のMgSO4�"7H2O　の量を

0-1.60g/lの範囲内で変動さぜ実験を行った.いず,h

の量に於いても,肺子の大部分に孵化を認めたが1.15

g/1以上, 0.03g/l以下でほ孵化に至るまでの培養日

数が増し, MgSO4�"7H2Oの量が0.05-0.llg/lの範

囲にある溶液で旺子ほ順調に発育し,大部分が6-7

臼に被面子前期に16日までに孵化した. MgSOヰ　は弥

子の発育にその適当量が促進的に働くことがわかるr

(Table　7).

9. NaHCO3濃度の影響

同様に除草液のm.類組成の　NaHCO3の量が0.16-

o.40g/lの範囲による溶液で順調な牲子の発育･孵化

がみられ,旺子は7日前後に被面子前期に発育し,大

部分が16日までに孵化した. 0.80g/l以上, 0.14g/l以

下のNaHCO,の量になるとその発育･孵化に悪影響

Table 6. Growth response of naked O. nosophora eggs to CaCi2
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Table 7. Growth response of naked O. nosophora eggs to MgS(J4
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がみられ,濃度の高い0.80g/lのものでほ旺子4個が

発育の遅れを克ながら被面子前期に発育したが,その

後死滅していった. 1.50g/lでほ担輪子期まで発育す

るのがみとめられたにすぎず, 3.00g/lでは全く発育

がみられない. -方,濃度を低く0.14g, O.log, O.OGg,

0.04g, O.Olg/1に変化させた溶液では夫々大部分が

順調に被面子前期に発育するがNaHCO｡の濃度が低

くなるに従い,孵化に至る腫子の数が減って孵化が大

巾に遅ilてくる. NaHCO3を全く欠くと僅かに旺子

1個が15日に被面子前期に発育できたに過ぎなかっ

た.尚,ここでほpHは5.9を示し,低いpHの影禦を

も受けていると思われる. (Table　8).

10.その他の影響

1)標準液の2倍, 3倍に希釈した溶液中で,卵子

夫々10個の発育,孵化を観察すると, 2倍希釈のもの

では発育が遅れて,肺子4個が　41日に被面子前期

に発育し,その全てが20日前後に孵化できたが, 3倍

希釈のものでほ発育初期で死滅した.塩類の濃度比が

適当と思われても夫々の塩類濃度の必要量を満たさな

くなると発育,孵化に障害的に働くものと思われる.

2)標準液に　　^0.32g/lの範囲内で　NaH2PO4

を追加して卵子夫AIO個の発育･孵化を観察しても何

ら影響は認められなかった.

3) -定量(0.6ml)の標準液を容れたChamber

で卵子5個, 10個, (Control), 30個, 50個を培養,

その発育,孵化を観察するといずれでも旺子は順調,

7日前後に被面子前期に発育出来たがその後孵化が克

られる時期が5個及び10個を培養したもので16日前後

であるのに対し, 30個, 50個のものでは夫々16-19

日18-25日に遅れて孵化するのがみられた.卵子数

を多くすると発育課程の後半から発育が抑制される･

常に同じChamberを肌､,それに容れる培養液の量

を変え0.6ml (Control), 0.45ml, 0.3ml, 0.15mlの

夫々で卵子10個を培蓑,牡子の発育･孵化を観察する

と, 0.45ml, o.6mlのものでは順調な発育･孵化を示

す. 0.3ml, .15mlの液量では被面子前期までの発育

に遅れほみられなかったが,孵化が見られるのが夫

16-19日, 18-25日と延長していくことが分り,

同じような発育抑制が認められた.

考　　　　　察

宮入貝卵子の発生学的観察でほ,僅かに杉浦(1933)

が卵子の発育過程を断片的にみたものがあるが,同-

卵子を分割からその発育を追って孵化まで詳しくみた

ものほない.それは宮入貝卵子が土壌に由来した泥皮

で被われ,中の旺子が透見できないことによる.又,

実際に宮入貝の産卵行動の大部分が泥皮形成にあてら

れる事実ほ確認されているが,泥皮の役割についてほ

殆んど報告されていない.

ここに産卵直後の宮入貝卵子を用い,それを被って

いる泥皮を人‾｣二的に取り去り,裸の卵子を種々の条件

で培黄を試みると,単なる蒸留水やNad溶液では

殆んど発育がみられず,井戸水,川水,水道水でも同

Table 8. Influence of NaHCOs concentrations on growth of naked 0. nosophora eggs

Solution

N*RC-3　pH mOsm
(g/1)

No. of 2-cell stage

eggs examined

Early veliger

No.　days

Hatching

No.　days
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0.2()
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0.04
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8.3
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6-　7

6-　7

10　　　6-　7

10　　　6-　7

10

8　　　　6-　8

1　　　15

0

0

0

15-22

10　　15-22

10　　15-17

16-20

8　　20-26

20-28

23-35

7　　23-27

27-30

0

0.20-0.90g NaCl, o.o5g KCl, o.13g CaClり　2H2O, 0.05g MgSO4�"7H2O perliter
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様に発育できなかった,上ら(1956)が　O, hupensis

の卵子を用いてその泥皮を取I)去った時c;)那-f･の孵化

率が12%に低下すると報告しているが,著者らの実験

でほなかの肱子が被面子中期以降まで既に発育してい

叩j一　､:�"�"'--.¥'L七　斗いり∴　二　　こ-CJ;1:-.∴　　.

孵化を行なうことができることから-仁らの川いた卵f･

には,相当発育の進んだものも混しっていたと考えら

れる.

種々の塩類溶液で裸の卵子の培養法に検討を重ねて

行き,遂に　NaC12.9g, KCIO.05g, CaCl2�"2H2O

0.13g, MgSO4　　　　　　　　　　　　　　　　　の

-il^i- fi十∴Tfi'fV (I'M三il■:士ー) ∴!�">i ､.∴　､IjトJ‾1　て･,:

全に自然な発育,孵化を行たト-)ニとを払出t/.詳しく

発生の観察ができるように/'トった,

そこで,このような発育に好適な標準液を甚に,浴

液のpH,浸透圧, Ji¥類構伐とその濃度を変え,そこ

で旺子の発育･孵化をL克て,その影禦を追求Lた.先

ず, pHについては杯子の発育･孵化の為の至適pHは

7.1-8.3にあり,安羅問(1961)がO. nosophoraの

成員を用いてその開/＼タ反応でpH4.0-　　に宮入只

の適応範囲があるとしているが,卵子ほ成貝に比べて

その範囲が狭く, pHの影響を受けやすいと思われ
ー′

ノて5 .

次に,標準液に含まれる5種類のうち, Nad　の濃

度の影響をみると3.1g/l (浸透圧がIll mOsm)以‾F

の　NaClの量では,たとえ　Nadを欠いても他の

4種の塩類が存在すると杯子ほ順調に発育･孵化する

結果になったが, Na　イオンそのものの供給は

NaHCO,によ-)てIj二えらかることヰ)あ-,て, Na　イ

オンの必史注を否'/｣することでほない.しかし,NaCl

の濃度を下げるにしたがって卵子はその低張性の為に

膨化し,もし泥皮を取り去る作業課程で,その卵瞭に

択傷があると,その折傷部に膨隆が生じ,時に弥子が

溶液中に飛び出ることがあり,適当な浸透圧を保つこ

とが必要である. 3.3g/l (116 mOsm)以上の　NaCl

の量にTi:ると旺子の発育に悪い影禦がみられ,高張液

での卵子の発育は障害的である. 3.9g/l(135 mOsm)

以上の高張液になると陣子は全く発育できない.

宮入貝の血液の浸透圧に関してほ報告がないが,梓

産貝類でほDuval (1930), Arvanitaki and Cardot

(1932), Drilhon and Florence (1942), Martin et

al. (1958)が74-132raOsmを報告し,淡水産貝類で

は, Picken (1937), Obuchowicz (1958), Neuman

(1960), Todd (1962), Little (1965)さミ43-72mOsm

の範関内で報告Lている.宮入只のF+.態を野外及び宅

験　内で観察すると椎貝においてむしろ水性をホし/,

城貝では陣性となり,その産卵行動は湿った--L壌_卜で

汁/'｣わ′れ,水捧両性の性格をヰ)つ.本実験に於いて.

･こiトト　　　::<j"-.il二'�"i ;c 'fdff '.'-'I十こ.-, I,-･': '&! J∴1･:I

(標準液)での浸透圧105 mOsmは上二記の陣蕗貝放u)

浸透Hiの範関内にあ0 , 'Iキ人L‾i及び卵了一の生態と　一致

する.又,肺ナの発育が全くみられない比類溶液の

135 mOsmの浸透日1-Iは陣産貝頬の範囲も越えている

ことがわかる.

次に　KCl,CaCl2�"2H2O,MaSO4-7H2O,NaHCO,

･について肺ナの発育･孵化にiT適な量的範邦ほ去/I

O湖-ノ0･2〔)g, (1111へ　　　　0.05-0･llg, 0.16-/

o.⊥iOg/1に&�"') ,そO-)範開削与けるとw r一,i)先帝に陀

讃的てある.こ,tLを†オン濃度について去るとK+,

HCO,　の-)こ々:ま0.5-2.1, 2.0-9.0,0.｣ト

1.2.　1.8mEgと克わされる範尚r勺で必須とな

ら.

本実験と類似Lた貝類卵子の培衣についてほ

Lvmnaea ∫tagnalis, Biomphalaria sudanica　両種の

卵塊より卵子周囲のジエリ-枝物質を取り除いた裸の

卵子を用い, Beadle (1968)が塩類の組成がKHCO3,

CaCl2, MgSO4, NaHCO3の夫々が0.10,0.30,0･25,

0.56mEgのstandardlake water　のなかで,丈,

Taylor (1973)が同し二種卵fRをKHCO3, CaCU,

MgSO4, NaHCO3のj;一々が0.10, 0,85, 0.50, 0.50

mEqのstandard mediur　のなかでその妹子を発育さ

せると同時に卵内溶液との夫々のイオン濃度の比較等

を行な-)ている.本実験の好適イオン濃変域と比較す

るとstandard mediumのMgの濃度のみに-致をん

ただけで,向古の溶液のいずれの電解質iJの濃度も本し夫

験のものより濃度が低くく, 1/3以下になっている･本

実験の標準液の3倍希釈液でほ旺子ほ発育初期で死滅

することから,両者の溶液を宮入貝の裸の卵子の培菟

に用いることばできない. --TI,いずれもNaClを欠

いても　Na+をNaHCO,の形で低濃度を与えれば発

育･孵化させることができることほ本実験でもNad

を欠くと低張性で不安:,EであってもU4i子の発行･孵化

75'If相和こみらかたことと-致する.しかし,両者の報

告とも師子の発育に及ぼす　こ類濃度の影禦を詳Lくん

てなく∴丈,木実験に伺いられた宮人貝ほ前駅南綱小

復足日　に属する　-方,両者の用いた　Lymnaea,

Biomphalaria　ほ有肺東綱基眼目に属し,分類学上相

当離涼1ており詳しく比較てきない,

宮入貝を用いてi誌類溶液の影響を2iたものでは

Davis (1963)がナ渦産のO. formosanaでの貝殻修
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復に関する研究があり,Carrikr′s Lynmaeid Ringer′s

Solution (Carriker, 1946)を飼育液と　して良好な

修復成績を得ている.その溶液ほNad2.Og,

KH2PO4 O.1g, CaCl皇0.3g, MgCl2 0.　NaHCO3

2.Og/lの組成よりできている.更にYasuraoka (19

61)は宮入貝を各種塩輝溶液で飼育し, M/8 Nad,

M/8 KCl, M/10 CaCl2, M/10　MgCl2 (100:2.1 :

3.4:15.9)の溶液で最も活動的であるとし, KCl,

CaCl, MgCl2のいずれか-→つを欠くと開-タ反応,

生存率に悪影響があると報告している.以上のことは

本来自然の流水中にほ微量ながら種々の電解質が含ま

れており,前者のようにその主な電解質の濃度を適当

な/;ラン′スのもとに高められた飼育液では宮入只の電

解質代謝ほより盛んになることを示し,後者でほその

バランスを失なった飼育液では宮入貝の活動,生存に

むしろ悪影響を及ぼすことを示している.今回の著者

らの実験ほ,宮入貝卵子の培養を目的に電解質の必要

量の範囲を追求したもので,夫々の濃度範囲内ではそ

のバランスが適当であると云える.

以上のように宮入貝卵子のこ泥皮を取り去っても適当

な塩類溶液の中でほ発育･孵化することができ,泥皮

が単に乾燥あるいほ外敵から卵子を保護することだけ

でほなく,生体尽莫として卵内溶液と地表水分との間の

浸透圧及びイオンの調整,更に呼吸に関与Lていると

!Lし卜子( -�"'>.

摘　　　　　要

産卵直後の宮入貝卵子を用い,その卵子を被ってい

る泥皮を人工的に摘除した後の裸の卵子を25℃の恒

温のもとに種々の塩類溶液で培養を行ない,次の結果

を得た.

1)卵子は蒸留水や単なる NaCl だけの溶液では

いかなる濃度でもなかの胚子は発育しない.

2) NaCl 2.9g, KCl 0.05g, CaCl2�"2H2O 0.13g,

MgSO4・7H2O 0.05g, NaHCO3 0.20g/l の夫々の

量を含む溶液(標準液)の中で培養を行なうと胚子は

順調に発育して, 16日前後に卵膜を破って孵化する。

3) pH 7.1～8.3の範囲内で胚子の発育は順調であ

る.

4) NaClの濃度では3.1g/l(浸透圧が111 mOsm)

以下の量であれば,たとえ NaClを欠いても他の成

分があれば胚子は発育できる.

5) KCl, CaCl2, MgSO4, NaHCO3の濃度では,

その量が夫々KClで0.04～0.20g/l, CaCl2�"2H2Oで

0.11～0.50g/l, MgSO4・7H2O で0.05～0.11g/l,

NaHCO3で0.16～0.40g/lの範囲内にある溶液に於

て,胚子の発育は良好である.

稿を終るにあたり,宮入貝採集の便宜をはかって戴いた山梨県衛生研究所,久津見晴彦博士に深謝致し

ます.又,当部門の三浦光政技官の協力に感謝する.
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